【様式１】
令和   年   月   日
ＷＥＣ応用生態研究助成申請書
一般財団法人 水源地環境センター
 理事長 　平井　秀輝 殿
　　　　　　　　　　　　　　申請者：
                              住　所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　所　属
                              eq \o\ad(\s\up 10(ふりがな),氏　名)　　　　　　　　　　　　
                              （研究代表者の氏名を記載して下さい。）
電　話
E-Mail
  貴センターの助成金を受けて下記のテーマについて研究をしたいので申請します。
記
1. 研究テーマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
2. 実施期間           （　）１カ年度　　（　）２カ年度
3. 助成要望金額       初年度　金                  円
（全体予算額は　金　　　　　　円）
4. 研究開発の内容    【様式１　別紙№1～5】の通り
5. 若手の将来性考慮    （　）あり　　　（　）なし
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　「あり」の場合には、【様式１　別紙No.5】を御記入ください。

                                             【様式１ 別紙№1】
研究の目的　（400字程度）

研究の概要　（400字程度）　　　


                                             【様式１ 別紙№2】
期待される成果と活用のイメージ　(600字程度)
許可や法令遵守等への対応　（300字程度）

研究活動における不正への対応に関する確認事項

（該当するものにチェックを入れてください）

□申請者は、研究活動または技術開発に関する社会的責任や法令遵守を確保するため、研究倫理教育または技術者倫理教育等を受けている。
□申請者は、研究資金の不正使用、不正受給または研究活動における不正行為を理由として、現在、研究費の申請停止等の処分を受けていない。


【様式１ 別紙№3】
助成テーマ実施組織（単独申請の場合は記載不要）
	氏  名
	所　　属
	分担課題名
	概　　要

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


関連した研究課題に対する他からの助成（本研究への申請者及び共同研究者が申請者となっている助成）を御記入ください。
他からの助成の有無　　　〔有・無〕
他の助成への申請の有無　〔有・無〕
　※有の場合は、以下を御記入ください。
	研究課題
	　

	助成期間
	　令和　　年　　月　－　令和　　年　　月

	助成名称
	

	研究の概要
	

	採択状況
	採 用・申 請 中


	研究課題
	　

	助成期間
	　令和　　年　　月　－　令和　　年　　月

	助成名称
	

	研究の概要
	

	採択状況
	採 用・申 請 中


【様式１ 別紙№4】
研究者経歴等
	氏    名
	
	生年月日
	西暦   年  月  日

	連 絡 先
	〒
	TEL:    (    )

FAX:    (    )

	所    属
	
	職名または学年

	最終学歴
	   年   月
	

	学 位 等
	   年   月
	

	経　　歴
	　 年   月
	

	過 去 に
刊行した
著書及び
発表した
論文等
	

	申請研究に対するエフォート配分（従事率）
	　　　　　　　　　％


この別紙No.4は、代表者、共同研究者を含め、全員分を提出してください（共同研究者がいる場合には、適宜ページを追加してください）。なお、「過去に刊行した著書及び発表した論文等」については、最近5年間のうち、関連する10件程度を、著者・発行年・タイトル・雑誌名・ページ等を漏れなく記入してください。また、著者のうち、該当者（代表者または共同研究者）には下線を引いてください。提出時には、この赤字説明は消去してください。
【様式１ 別紙№5】
研究者として目指す将来像　（300字程度）

日本学術振興会特別研究員PD/DCもしくはそれに準じた資金援助を
受けている・受けていない（該当欄に◯）　

指導教員（研究室主催者）等の情報　　　　　
指導教員・その他（　　　　　　）　

本研究申請を承諾します。　

　所属：　　　　　　　
役職：
氏名：


【様式１ 別紙№6】
必要経費の概算内訳書                                  
	費　目
	年度
	予算額（円）
	数量
	摘    要

	(1)人件費
	
	
	
	

	(2)謝金
	
	
	
	

	(3)旅費交通費
	
	
	
	

	(4)調査費
	
	
	
	

	(5)資料費
	
	
	
	

	(6)借料・損料
	
	
	
	

	(7) 器具・備品費
	
	
	
	

	(8) 消耗品費
	
	
	
	

	(9)通信・運搬経費
	
	
	
	

	(10)印刷製本費
	
	
	
	

	(11)論文投稿料
	
	
	
	

	(12)その他経費
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	


【様式１ 別紙№6】
必要経費の概算内訳書【記載例】                                  
	費　目
	年度
	予算額(円)
	数量
	摘    要

	(1)人件費
	5
6
	60,000

20,000
	3人×4回
2人×2回
	現地調査補助
現地調査補助

	(2)謝金
	5

	48,000

	6人

	ヒアリング謝礼


	(3)旅費交通費
	5
6
	80,000

160,000

40,000

60,000
	4回
4人×8泊
2回
3人×4泊
	往復交通費
宿泊費
往復交通費
宿泊費

	(4)調査費
	5
6
	200,000
100,000


	4回
2回
	GPS観測データ
GPS観測データ

	(5)資料費
	5
6
	80,000
40,000


	1式
1式
	書籍代、資料購入費
書籍代、資料購入費


	(6)借料・損料
	5
6
	70,000

70,000


	1式
1式
	撮影装置リース代

撮影装置リース代

	(7) 器具・備品費
	5

	70,000
150,000

	1
1

	解析ソフト購入費
流速計


	(8) 消耗品費
	5
6

	30,000
30,000
30,000


	1式
1式
1式

	試薬品
ガラス器具類
試薬品


	(9)通信・運搬経費
	5
6
	12,000
10,000
	1式
1式

	電話、FAX、郵送
電話、FAX、郵送

	(10)印刷製本費
	5
6
	10,000
10,000
	1式
1式

	用紙代、コピー代
用紙代、コピー代

	(11)論文投稿料
	5
	20,000
	8ページ
	○○学会論文集

	(12)その他経費
	
	
	
	

	合計
	5
6
計
	1,000,000
400,000
1,400,000
	
	


研究助成費目一覧表

	項目
	内容
	備考

	（１）人件費
	資料整理、調査・実験、集計作業等の補助作業者（臨時雇用者）に対する人件費。決算報告の際には、単価、数量、支払先を明確にすること。
	研究申請者及び共同研究者、長期雇用に係るものは除く

	（２）謝金
	共同研究者以外の研究者からの助言・協力に対する謝礼、被験者に対する謝礼。決算報告の際には、単価、数量、支払先を明確にすること。
	　

	（３）旅費交通費
	出張（調査、会議出席）にともなう交通費、ガソリン代、宿泊費、レンタカー代。各組織の規定の出張日当を含むことも可。
	　

	（４）調査費
	現地調査、実験・試験、プログラム開発、データ処理やシミュレーション等を役務として委託する際の経費
	　

	（５）資料費
	書籍、資料、各種データ保管媒体、写真等の購入費
	　

	（６）借料・損料
	実験・試験の機材、コンピュータ等のリース費用、会議等の部屋代
	　

	（７）器具・備品費
	複数年の渡る使用が可能な
器具・備品費、解析ソフト代
	　

	（８）消耗品費
	調査・実験用具、文具等の消耗品費、用紙代
	　

	（９）通信・運搬経費
	電話、ＦＡＸ、切手、封筒、インターネット等に要する通信費、宅配便等の運搬費
	　

	（10）印刷製本費
	調査票、調査マニュアル、研究関連の作成文書等の印刷費及び文献・文書資料等の複写費
	　

	（11）論文投稿料
	学会への論文投稿費用
	投稿する学会名を明らかにすること

	（12）その他経費
	上記項目に該当しないその他の費用
	　


（どちらかに丸を入れてください）





（どちらかに丸を入れてください）





研究の背景を含めて目的・意義を記入してください。提出時には、この赤字説明は消去してください。





方法･手順等について記入してください。複数年度に及ぶ研究の場合は年度区分がわかるように研究計画を具体的に記入してください。提出時には、この赤字説明は消去してください。





本研究の成果としてどのようなものが期待され、それがどのように応用的に活用されるかを記入してください。提出時には、この赤字説明は消去してください。





研究計画を遂行するにあたって、相手方の同意・協力・許可を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究など法令等に基づく手続きが必要なものが含まれている場合に、どのような対策と措置を講じるのか記述して下さい。例えば、立入制限区域をフィールドとする調査、法令等で捕獲許可が必要な調査、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査などが対象となります。なお、該当しない場合にはその旨記述して下さい。提出時には、この赤字説明は消去してください。





下の「研究活動における不正への対応に関する確認事項」は、状況把握を目的としたものです。倫理教育等を受けていないことが採択に不利になることはありません。また、申請にあたって倫理教育等を新たに受講する必要はありません。ただし、採択後に、研究活動の適正な実施についてご協力をお願いする場合があります。提出時には、この赤字説明は消去してください。








令和8年4月1日時点において35歳以下の非常勤または有期雇用、無給の研究者、もしくは学生で、研究助成額50万円以内かつ研究期間が単年度の応募の場合、申請された研究だけでなく、申請者の将来性を考慮した審査を行います。考慮を希望する場合には、1枚目の「若手の将来性考慮」の「あり」に〇をいれ、この欄に、研究者として目指す将来像や将来推進したい研究分野などを記入して下さい。


なお、36歳以上、常勤・無期雇用の研究者等は、このページの記入は不要です。


提出時には、この赤字説明は消去してください。








受けている場合、どのような助成・資金援助か記入してください。提出時には、この赤字説明は消去してください。





指導教員でない場合は、（　）に関係を記入してください。提出時には、この赤字説明は消去してください。





参考資料1





参考資料2








